
四
―
お
わ
り
に

　
十
日
市
場
駅
か
ら
調
査
地
域
に
向
う
途
や
の

農
家
の
庭
に
一
本
の
棒
が
聳
え
て
い
る
。
恩
田

川
沿
い
の
農
地
の
は
ず
れ
に
あ
り
、
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し
て
、
ど
の
位
の
地
点
か
ら

眺
め
ら
れ
る
か
、
川
沿
い
の
斜
面
、
坂
道
か
ら

村
田
和
夫

　
横
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、
創
立
以

来
、
家
庭
、
学
校
を
含
め
た
地
域
社
会
と
青
少

年
と
の
関
係
を
追
求
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

　
「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
の
提
言
や

　
「
青
少
年
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
の

推
進
を
行
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
一
九
八
二
年
度

は
、
「
子
ど
も
の
幸
せ
の
た
め
に
私
た
ち
は
地

域
で
何
を
す
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
そ

の
一
環
と
し
て
、
青
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
問

題
に
取
り
組
む
た
め
、
「
青
少
年
を
育
む
地
域

れ
て
行
く
こ
と
に
危
機
感
を
も
つ
な
ら
、
せ
め

て
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
自
然
公
園
と

か
、
永
い
年
月
を
生
き
て
来
た
樹
木
を
選
び
大

切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
最
後
に
、
こ
こ
に
報
告
し
た
調
査
は
「
ま
ち

づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
　
（
つ
つ
じ
が
丘
小
学

校
区
域
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
）
と
し
て
、
ま
と

め
た
も
の
を
、
緑
区
カ
ル
テ
研
究
会
の
手
で
刊

民
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
地
図
と

い
う
形
を
つ
く
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
、
地
域
全

体
へ
の
問
題
提
起
や
調
査
活
動
を
通
じ
て
の
青

少
年
関
係
者
の
組
織
化
、
活
用
に
よ
る
運
動
の

広
が
り
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
唯
一
、
中
区
第
六
地
区
で
は
、
環
境
調
査

報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
地
域
の
教
育
論

議
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
が
特
筆

さ
れ
る
。

　
青
少
年
の
育
成
と
い
ケ
、
き
わ
め
て
住
民
の

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
調
査
及
び
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
協
力
し
て
頂

い
た
緑
区
カ
ル
テ
研
究
会
の
方
、
緑
区
・
斉
藤

恒
樹
、
山
県
稔
生
、
教
育
委
員
会
事
務
局
・
越

智
二
郎
、
市
民
局
・
丸
山
由
利
子
氏
の
尽
力
に

よ
っ
た
こ
と
を
附
記
し
感
謝
し
た
い
。

〈
横
浜
市
建
築
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
緑
区
在
住
〉

一
―
綱
島
地
区
の
都
市
現
象
が
進
む

ニ
ー
学
校
と
地
域
・
行
政
と
民
間
の
連
携
プ
レ
ー

三
―
市
民
の
手
に
よ
る
環
境
マ
ッ
プ
づ
く
り

四
―
地
域
に
開
か
れ
た
運
営
体
制
を
め
ざ
す

五
－
身
近
な
地
域
環
境
の
新
し
い
発
見
に
驚
く

六
―
「
育
て
！
綱
島
の
青
少
年
」
委
員
会
が
発
足

七
―
横
浜
で
中
学
生
に
よ
る
浮
浪
者
暴
行
事
件

八
―
青
少
年
問
題
は
都
市
の
病
理
現
象
で
あ
る

参
加
と
協
力
化
依
拠
す
る
活
動
に
お
い
て
は
、

特
に
新
し
い
発
想
を
も
っ
た
行
政
的
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
予
算
通
り
に
事
業

を
無
事
執
行
す
れ
ば
事
足
れ
り
と
ナ
る
の
で
な

く
、
事
業
に
か
か
わ
る
住
民
の
参
加
意
識
の
両

揚
、
事
業
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
の
組
織
化
、

地
域
住
民
へ
の
問
題
提
起
を
、
市
民
が
主
体
的

に
行
う
よ
う
に
促
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
主
体
は
あ
く
ま
で
市
民
で
あ
っ

て
、
行
政
は
そ
の
調
整
役
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ

調査季報78―-83. 6７

注
意
す
る
と
良
く
見
え
る
。
調
査
中
に
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
の
選
定
な
ど
を
話
合
っ
た
が
、
こ
の
棒

に
は
気
が
つ
か
ず
、
意
見
の
大
半
は
建
造
物
を

選
ん
だ
。
例
え
ば
、
ゴ
ル
フ
場
の
ネ
ッ
ト
や
デ

ザ
イ
ン
の
奇
抜
な
建
物
だ
っ
た
。

　
自
然
が
多
く
、
共
生
し
て
い
た
時
代
の
寺
社

の
塔
や
火
の
見
や
ぐ
ら
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と

考
え
ら
れ
た
頃
の
残
滓
で
あ
る
。
自
然
が
失
わ

②
市
民
の
手
に
よ
る
環
境
マ
ッ
プ
づ
く
り

の
風
土
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
」
と
し
て
綱
島
地

区
を
指
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
青
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
の
見

直
し
を
図
る
た
め
の
「
環
境
マ
ッ
プ
づ
く
り
」

は
、
一
九
八
三
年
六
月
現
在
、
既
に
一
四
地
区

　
（
各
区
一
ヵ
所
）
で
、
青
少
年
指
導
員
が
中
心

に
な
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
行
政
の

環
境
浄
化
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

依
頼
さ
れ
た
青
少
年
指
導
員
の
努
力
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
他
の
青
少
年
指
導
者
は
も
と
よ
り
住



ー
）
に
徹
す
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
行
政
・
学
校
・
地
域

住
民
組
織
と
横
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
と
が
連

携
し
て
、
「
青
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
調
査
報

告
書
（
環
境
マ
ッ
プ
を
含
む
）
」
を
作
成
し

た
。
綱
島
地
区
環
境
調
査
実
行
委
員
会
の
経
過

と
内
容
を
紹
介
し
、
行
政
と
住
民
と
の
関
係
、

ま
ち
づ
く
り
と
青
少
年
問
題
と
の
関
係
を
考
察

し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
綱
島
地
区
の
都
市
化
現
象
が

　
　
　
　
進
む

　
綱
島
地
区
は
港
北
区
の
ほ
ぼ
中
央
東
部
に
位

置
し
、
東
は
鶴
見
区
駒
岡
町
、
西
は
新
古
田

町
、
南
は
鶴
見
川
を
隔
て
て
大
曽
根
町
・
樽

町
、
北
は
日
吉
本
町
、
箕
輪
町
に
隣
接
す
る
。

面
積
二
・
六
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約

二
万
七
〇
〇
〇
人
（
五
月
一
日
現
在
）
の
町
で

あ
る
。
町
は
東
横
線
に
よ
っ
て
東
西
に
分
か

れ
、
東
と
西
と
で
は
環
境
の
基
盤
が
異
な
る
た

め
、
そ
の
特
色
も
異
な
っ
て
い
る
。
綱
島
駅
周

辺
は
、
港
北
区
第
一
の
繁
華
街
で
、
縦
横
に
狭

い
道
路
が
交
叉
し
、
迷
路
の
よ
う
な
複
雑
な
街

並
み
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
西
地
区
は
、

旧
来
の
温
泉
街
を
中
心
に
発
展
し
、
最
近
鶴
見

川
寄
り
に
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ビ
ル
、
商
店
街
が
乱

立
し
つ
つ
あ
る
商
業
地
域
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
青
少
年
に
と
っ
て
の
環
境
が
悪
化
し
て
い

る
地
域
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
東
地
区
は
中

校
は
な
い
。
小
学
生
は
約
二
、
五
〇
〇
人
、
そ

の
う
ち
三
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
の
は
約
二
、

一
○
○
人
で
あ
る
。

小
工
場
が
点
在
す
る
中
で
、
あ
る
程
度
ゆ
っ
た

り
し
た
町
並
み
の
新
興
住
宅
地
で
あ
る
。
し
か

し
、
青
少
年
の
遊
び
場
は
少
な
い
。

　
町
内
組
織
は
一
四
の
自
治
会
に
分
か
れ
、
約

八
、
五
〇
〇
世
帯
の
住
民
が
住
ん
で
い
る
。
新

旧
住
民
が
混
在
す
る
割
に
は
、
自
治
会
や
商
店

会
の
祭
り
や
行
事
活
動
が
活
発
で
、
住
民
の
参

加
も
多
い
。
い
わ
ゆ
る
下
町
的
な
人
情
味
の
あ

る
地
域
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
ほ
と
ん

ど
の
子
ど
も
が
加
入
し
て
い
る
子
供
会
の
他

に
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
六
団
体
、
文
化
ク

ラ
ブ
二
団
体
な
ど
が
、
地
域
の
有
志
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
の
指
導
で
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

　
地
区
内
に
は
三
つ
の
小
学
校
が
あ
る
が
中
学

調査地域（港北区綱島地区）

二
　
学
校
と
地
域
・
行
政
と
民
間
の

　
　
　
連
携
プ
レ
ー

　
横
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
が
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
綱
島
を
指
定
し
た
理
由
は
、
い
わ
ゆ
る
都

市
化
現
象
が
進
み
青
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
が

悪
化
し
つ
つ
あ
る
地
域
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の

候
補
地
域
の
中
で
、
最
も
事
業
目
的
に
か
な
う

と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ

と
は
、
横
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
会
員
が
多

く
、
住
民
同
士
が
協
会
を
通
じ
て
結
び
あ
っ
て

お
り
、
趣
旨
を
理
解
す
れ
ば
進
ん
で
活
動
し
よ

う
と
す
る
主
体
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
港
北
区
役
所
が
港
北
区
青
少
年
指

導
員
協
議
会
に
計
り
、
綱
島
を
「
青
少
年
を
と

り
ま
く
環
境
マ
ッ
プ
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
」
と

し
て
決
定
し
た
情
報
が
得
ら
れ
た
の
で
、
共
催

し
て
事
業
を
推
進
す
る
提
案
を
行
っ
た
。
そ
れ

は
、
一
九
八
二
年
五
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
と
か

く
タ
テ
割
行
政
と
し
て
非
難
さ
れ
る
よ
う
に
、

同
じ
よ
う
な
目
的
を
も
っ
た
事
業
が
、
別
々
に

行
わ
れ
が
ち
で
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
共
同

事
業
と
し
て
進
め
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実

は
そ
れ
以
前
か
ら
、
社
会
福
祉
の
分
野
で
、

「
福
祉
の
風
土
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
事
業
」
の

話
を
耳
に
入
れ
て
い
た
の
で
、
教
育
と
福
祉
の

総
合
的
事
業
と
し
て
共
催
す
る
こ
と
を
、
港
北

区
社
会
福
祉
協
議
会
に
も
提
案
し
て
い
た
が
、

そ
れ
は
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で

実
現
で
き
な
か
っ
た
。

　
と
も
あ
れ
、
直
ち
に
横
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
と
港
北
区
役
所
、
港
北
区
青
少
年
指
導
員
協

議
会
の
代
表
に
よ
る
三
者
協
議
会
が
実
現
し
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
よ
り
広
く
青
少
年
育

成
に
携
わ
る
地
域
の
団
体
、
学
校
関
係
者
、
住

民
の
方
々
に
呼
び
か
け
て
、
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
活
動
で
き
る
実
行
委
員
会
を
構
成
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
準
備
会
が
開
催
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
実
行
委
員
会
の
構
成
は
、
綱
島
地
区
の
青
少

年
指
導
員
協
議
会
・
体
育
指
導
委
員
協
議
会
、

民
生
（
児
童
）
委
員
協
議
会
、
子
供
会
育
成
者

連
絡
協
議
会
、
綱
島
小
学
校
・
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
綱

島
東
小
・
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
北
綱
島
小
・
同
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
共
催
団
体
と
し
て
、
横
浜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
と
港
北
区
役
所
が
加
わ
っ

た
。
実
行
委
員
会
の
組
織
化
の
過
程
で
は
横
浜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
コ
ー
デ

ィ
ネ
イ
ト
し
た
が
、
そ
の
後
は
、
実
行
委
員
会

が
主
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

三
―
市
民
の
手
に
よ
る
環
境
マ
ッ
プ

　
　
　
　
づ
く
り

　
そ
し
て
、
実
行
委
員
会
が
作
成
し
た
事
業
計

画
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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●
内
容
　
綱
島
地
区
の
青
少
年
を
と
り
ま
く
環

境
に
つ
い
て
、
成
長
要
因
（
青
少
年
健
全
育
成

要
素
）
と
阻
害
要
因
（
非
行
化
、
有
害
環
境
要

素
）
が
、
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
あ
る
か
を
調
査
す

る
《
環
境
調
査
》
。

　
地
域
の
環
境
が
青
少
年
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
う
し
た
環
境
の

中
で
綱
島
の
青
少
年
は
毎
日
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
る
か
を
、
学
校
の
協
力
を
得
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
す
る
《
生
活
調
査
》
。

　
「
環
境
調
査
」
と
「
生
活
調
査
」
の
結
果
を

報
告
書
に
ま
と
め
て
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
環
境
地
図
を
作
成
す
る
。

　
そ
し
て
、
地
域
住
民
が
、
問
題
の
解
決
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
青
少
年

を
健
全
に
育
成
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

●
方
法
　
「
環
境
調
査
」
は
地
区
を
四
ブ
ロ
ッ

ク
（
子
供
会
組
織
単
位
）
に
分
け
、
調
査
項
目

ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
現
場
写
真
を
と

り
、
地
図
上
に
位
置
を
記
入
し
て
い
く
。
子
供

会
育
成
が
中
心
と
な
り
、
八
月
に
実
施
す
る
。

　
「
生
活
調
査
」
は
綱
島
地
区
に
あ
る
三
小
学

校
の
全
校
児
童
約
二
、
一
〇
〇
人
を
対
象
に
、

各
ク
ラ
ス
ご
と
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
す
る
。
調

査
は
学
校
の
先
生
が
、
集
計
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が

中
心
と
な
り
、
十
月
に
実
施
す
る
。

　
「
報
告
書
・
環
境
マ
ッ
プ
」
は
、
青
少
年
指

導
員
、
体
育
指
導
委
員
、
民
生
（
児
童
）
委
員

が
中
心
と
な
り
、
一
九
八
三
年
二
月
ま
で
に
作

成
す
る
。

四
　
地
域
に
開
か
れ
た
運
営
体
制
を

　
　
　
　
め
ざ
す

1
0
月
　
　
生
活
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
実
施

1
0
／
５
　
第
二
回
実
行
委
員
会

1
1
／
８
　
報
告
書
・
環
境
マ
ッ
プ
作
成
部
会
①

1
2
／
１
　
報
告
書
・
環
境
マ
ッ
プ
作
成
部
会
②

1
2
／
２
　
生
活
調
査
部
会
③

1
2
／
８
　
生
活
調
査
部
会
④

1
2
／
1
3
　
報
告
書
・
環
境
マ
ッ
プ
作
成
部
会
③

8
3
年

２
／
1
8
　
報
告
書
・
環
樟
マ
ッ
プ
作
成
部
会
④

３
月
　
　
『
育
て
！
　
綱
島
の
青
少
年
』
発
行

４
／
1
2
　
第
三
回
実
行
委
員
会

／
1
3
地
区
総
会
（
報
告
会
）

　
こ
う
し
た
経
過
の
中
で
注
目
す
べ
き
こ
と

は
、
地
区
総
会
を
開
催
し
、
広
く
住
民
に
説
明

し
た
り
、
報
告
し
た
り
し
て
情
報
を
提
供
し
、

理
解
を
求
め
て
い
く
と
い
う
、
開
か
れ
た
運
営

体
制
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
と
か

べ
対
立
し
が
ち
な
学
校
と
地
域
住
民
が
協
力
し

て
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
共
に
行

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

①
―
危
険
な
環
境
が
あ
ま
に
も
多
い

　
「
青
少
年
は
こ
ん
な
所
で
遊
ん
で
い
る
」
の

章
で
は
、
青
少
年
は
整
備
さ
れ
た
遊
び
場
で
は

ほ
と
ん
ど
遊
ん
で
お
ら
ず
。
自
宅
付
近
の
道
路
、

資
材
置
場
、
川
の
土
手
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

危
険
な
場
所
で
ひ
そ
か
に
遊
ん
で
い
る
だ
け
だ

っ
た
。
町
で
青
少
年
を
見
か
け
る
場
所
は
ス
ー

パ
ー
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
、
ほ
と
ん
ど
の
青

少
年
は
塾
に
通
っ
て
い
る
か
、
自
宅
で
テ
レ
ビ

を
見
て
い
る
か
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
「
こ
ん
な
所
に
危
険
が
ひ
そ
ん
で
い
る
」
の

章
で
は
、
付
録
の
環
境
マ
ッ
プ
に
、
赤
で
危
険

な
交
叉
点
が
し
る
さ
れ
て
い
る
が
、
交
叉
点
の

ほ
と
ん
ど
、
川
の
土
手
の
す
べ
て
が
危
険
箇
所

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
他
、
防
空
壕

跡
地
、
工
事
現
場
な
ど
も
危
険
箇
所
と
し
て
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
青
少
年
に
不
向
き
な
も
の
」
の
章
で
は
、

パ
チ
ン
コ
店
や
ポ
ル
ノ
雑
誌
販
売
機
な
ど
が
、

青少年に不向きな店と販売機数
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こ
う
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
綱
島
地
区
環
境

調
査
実
行
委
員
会
」
は
、
実
に
き
め
細
や
か
な

活
動
を
展
開
し
て
、
『
育
て
！
　
綱
島
の
青
少

年
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
今
年
三
月
、
環
境
マ

ッ
プ
を
付
録
と
し
た
。
青
少
年
を
と
り
ま
く
環

境
調
査
報
告
書
に
ま
と
め
あ
げ
た
の
だ
っ
た
。

そ
こ
に
至
る
道
の
り
を
、
経
過
を
追
っ
て
列
挙

す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

５
／
2
0
　
三
者
協
議
会

６
／
８
　
綱
島
地
区
環
境
調
査
実
行
委
員
会
準

　
　
　
備
会

６
／
1
5
　
事
業
計
画
企
画
委
員
会

６
／
2
4
　
第
一
回
実
行
委
員
会

／
1
6
　
地
区
総
会
（
説
明
会
）

７
／
2
6
　
環
境
調
査
部
会

８
月
　
　
環
境
調
査
活
動
実
施

９
／
９
　
生
活
調
査
部
会
①

９
／
2
1
　
生
活
調
査
部
会
②

　
以
上
の
よ
う
な
経
過
で
発
行
さ
れ
た
報
告
書

は
、
Ｂ
５
判
三
六
ペ
ー
ジ
と
Ａ
２
版
の
環
境
マ

ッ
プ
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
内
容
の
詳
細
は
実
物

を
参
照
し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
調

査
に
よ
っ
て
新
し
く
発
見
で
き
た
、
主
な
内
容

に
と
ど
め
る
こ
と
に
す
る
。

〈
組
織
図
〉

五
　
身
近
な
地
域
環
境
の
新
し
い

　
　
　
　
発
見
に
驚
く



表
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
環
境
マ
ッ
プ
に
も
記

さ
れ
、
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
あ
る
か
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

②
―
綱
島
の
青
少
年
ニ
、
○
六
三
人
に

　
　
聞
き
ま
し
た

　
生
活
全
般
に
つ
い
て
は
、
お
け
い
こ
事
や
塾

に
通
っ
て
い
る
小
学
生
は
全
体
の
八
割
に
の
ぼ

る
。
そ
の
う
ち
半
数
の
者
が
週
三
日
以
上
通
っ

て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。

　
ま
た
、
三
一
八
人
（
一
五
％
）
の
小
学
生

が
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
た
り
、
歩
い
た
り
し

て
い
る
時
に
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
こ
と
が
あ

る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

（1）生活全般について

　
遊
び
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
（
八
六
％
）

の
小
学
生
が
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
場
所
を

知
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
一
人
ま
た
は
子
ど

も
同
士
で
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
者
は
半
数
で
あ

っ
た
。
そ
の
時
一
回
三
〇
〇
円
以
上
使
う
者
が

二
〇
％
の
一
七
〇
人
も
い
た
。

　
地
域
活
動
へ
の
参
加
で
は
、
町
内
の
お
祭
り

や
催
し
物
に
は
、
八
割
以
上
の
小
学
生
が
参
加

し
て
い
る
が
、
地
域
の
団
体
、
ク
ラ
ブ
や
町
の

清
掃
活
動
に
は
、
ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
ほ
し
い
遊
び
場
で
は
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
一

番
だ
っ
た
。
ま
た
、
安
心
し
て
遊
べ
る
道
路
、

木
登
り
や
探
険
の
で
き
る
森
や
山
、
広
い
グ
ラ

ン
ド
な
ど
を
希
望
す
る
小
学
生
が
多
か
っ
た
。

（2）遊びについて
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（3）地域活動への参加
（4）遊　び　場

　
も
ち
ろ
ん
、
青
少
年
に
と
っ
て
の
よ
い
環
境

に
つ
い
て
も
調
査
さ
れ
、
環
境
マ
ッ
プ
に
は
公

園
・
遊
び
場
、
緑
地
な
ど
が
緑
色
で
し
る
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
相
対
的
に
緑
は
少
な
く
、

危
険
を
示
す
赤
色
で
塗
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
報
告
書
に
は
、
以
上
の
よ
う
な

調
査
結
果
の
他
に
、
「
わ
が
町
つ
な
し
ま
」
と

題
し
て
、
二
万
年
前
か
ら
の
綱
島
の
歴
史
が
、

地
域
の
婦
人
グ
ル
ー
プ
の
手
で
執
筆
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
「
綱
島
便
利
帳
」
と
し
て
、
地
区
内

の
主
な
施
設
の
連
絡
先
が
表
に
な
っ
て
お
り
、

ど
こ
に
あ
る
か
が
環
境
マ
ッ
プ
に
も
し
る
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
青
少
年
の
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
例
」
も
載
っ
て
お
り
、
市
民
の

た
め
の
地
域
活
動
の
手
引
と
も
な
っ
て
い
る
。

六
　
　
　
「
育
て
！
綱
島
の
青
少
年
」

　
　
　
　
委
員
会
が
発
足

　
こ
う
し
て
、
第
一
段
階
の
調
査
活
動
は
、
一

九
八
二
年
五
月
か
ら
一
九
八
三
年
の
五
月
ま

で
、
実
に
一
年
の
歳
月
を
か
け
て
終
了
し
た
。

今
、
『
育
て
！
綱
島
の
青
少
年
』
は
、
地
域
の

財
産
と
し
て
、
住
民
の
間
で
共
有
さ
れ
始
め
て

い
る
。

　
こ
の
調
査
に
携
わ
っ
た
市
民
の
声
は
、
編
集

後
記
に
こ
う
し
る
さ
れ
て
い
る
。

★
　
こ
の
報
告
書
は
、
一
五
〇
人
も
の
地
域
住

　
民
の
力
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

　
ま
し
た
。
皆
、
地
域
を
よ
く
し
た
い
と
い
う

　
願
い
か
ら
、
仕
事
の
合
間
を
利
用
し
た
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
し
た
。
不
十
分
な
箇
所
が

　
あ
る
と
何
度
も
足
を
運
ん
で
調
べ
直
し
た
人

　
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
苦
労
の
跡
が
こ

　
の
報
告
書
に
は
お
さ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
　
こ
の
調
査
活
動
を
通
じ
て
、
地
区
の
三
つ

　
の
小
学
校
と
地
域
住
民
組
織
、
そ
し
て
Ｐ
Ｔ

　
Ａ
が
連
携
で
き
た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と

　
で
す
。
と
か
く
な
わ
ば
り
意
識
に
よ
っ
て
排

　
斥
し
が
ち
な
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
足
並
み

　
を
そ
ろ
え
な
け
れ
ば
、
青
少
年
を
健
全
に
育

　
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

★
　
調
査
し
て
終
わ
る
の
で
な
く
、
こ
の
報
告

　
書
を
活
用
し
て
、
地
域
住
民
の
力
で
改
善
で

　
き
る
こ
と
は
実
現
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

　
せ
ん
か
。

　
こ
う
し
た
声
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
今
年
五

月
の
地
区
総
会
の
席
上
で
新
た
な
る
出
発
の
確

認
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
調
査
委
員
会
は
こ

こ
で
い
っ
た
ん
解
散
す
る
が
、
調
査
で
得
ら
れ

た
問
題
点
を
地
域
の
共
通
課
題
と
し
て
、
具
体

的
行
動
を
め
ざ
す
「
育
て
！
綱
島
の
青
少
年
」

委
員
会
を
新
た
に
発
足
さ
せ
よ
う
と
い
う
発
展

的
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
中
学
校
の
教
師

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
も
参
加
を
求
め
、
小
中
学
校
の
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
中
学
生
も
含
め
た
青
年

問
題
に
も
取
り
組
む
と
い
う
画
期
的
な
も
の
だ

っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
知
り
合
っ
た
三
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
校
外
で
の
青
少
年
活
動
な
ど
で
学
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び
合
っ
た
り
、
協
力
し
合
っ
た
り
す
る
行
動
を

展
開
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
綱
島
の
町
の
環
境
は
悪
化
し
つ
つ
あ
る
が
、

綱
島
の
町
の
住
民
は
再
生
し
つ
つ
あ
る
。
今
後

の
活
動
に
注
目
す
る
と
と
も
に
、
他
地
域
で
も

身
近
な
環
境
を
見
直
し
、
環
境
マ
ッ
プ
づ
く
り

を
通
し
て
、
地
域
を
自
分
た
ち
の
も
の
に
し
て

い
く
活
動
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

　
そ
の
場
合
、
行
政
や
民
間
団
体
の
果
た
す
べ

き
役
割
は
大
き
い
。
住
民
の
声
な
き
声
を
代
弁

し
、
孤
立
し
て
い
る
住
民
組
識
を
結
び
つ
け
、

そ
れ
ら
を
強
固
に
し
て
い
く
と
い
う
接
着
剤
と

し
て
の
役
割
で
あ
る
。
接
着
剤
そ
の
も
の
は
目

に
見
え
な
い
が
、
一
つ
一
つ
の
部
品
が
機
能
す

る
た
め
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
。

　
行
政
と
住
民
と
の
関
係
は
、
綱
島
の
環
境
マ

ッ
プ
づ
く
り
の
中
で
く
り
返
し
述
べ
て
き
た
の

で
、
そ
の
事
業
運
営
の
方
法
そ
の
も
の
を
考
察

に
代
え
て
、
最
後
に
、
地
域
環
境
と
青
少
年
と

の
関
係
を
述
べ
て
結
論
と
す
る
。

七
―
横
浜
で
中
学
生
に
よ
る

　
　
　
　
浮
浪
者
暴
行
事
件

　
綱
島
地
区
で
の
環
境
調
査
が
、
ま
と
ま
ろ
う

し
て
い
た
一
九
八
三
年
一
月
中
旬
か
ら
二
月
上

旬
に
か
け
て
横
浜
市
中
区
内
の
公
園
や
地
下
街

で
、
寝
込
み
の
中
の
浮
浪
者
が
学
生
風
の
グ
ル

ー
プ
に
襲
わ
れ
、
殴
を
け
る
の
暴
行
を
受
け
、

死
者
三
人
を
出
す
事
件
が
連
続
八
件
も
発
生
し

た
。
そ
し
て
二
月
十
二
日
に
逮
捕
さ
れ
た
犯
人

グ
ル
ー
プ
は
、
実
は
市
内
の
中
学
生
だ
と
わ
か

り
、
教
育
関
係
者
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
家
庭
や
学
校
で
落
ち

こ
ぼ
れ
、
疎
外
さ
れ
て
い
る
生
徒
が
、
自
分
た

ち
以
上
に
社
会
的
に
疎
外
さ
れ
て
い
る
浮
浪
者

を
面
白
半
分
に
い
じ
め
殺
す
と
い
う
、
き
わ
め

て
陰
湿
な
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
、
家
庭
・
学
校

・
地
域
社
会
の
あ
り
方
に
大
き
な
問
題
を
投
げ

か
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
青
少
年
の
非
行
・
暴
力
事
件
が

身
近
で
起
こ
っ
て
初
め
て
、
関
係
者
は
そ
の
対

策
を
ど
う
す
る
か
と
考
え
始
め
る
。
し
か
も
、

そ
の
問
題
の
受
け
と
め
方
は
、
き
わ
め
て
皮
相

的
な
も
の
だ
っ
た
。
い
わ
く
、
「
親
が
し
っ
か

り
し
て
な
い
か
ら
だ
」
　
「
落
ち
こ
ぼ
れ
を
つ
く

っ
て
い
る
学
校
が
悪
い
か
ら
だ
」
等
々
。
こ
の

よ
う
に
、
家
庭
教
育
や
学
校
教
育
の
あ
り
方
に

そ
の
原
因
を
求
め
れ
ば
、
あ
た
か
も
青
少
年
問

題
は
解
決
す
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
が
ち
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
大
人
の
側
は
、
青
少
年
の
管

理
・
指
導
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
結
論
で
落
ち

つ
く
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
青
少
年

と
い
う
主
体
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
、
再
び
そ

の
反
逆
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
悪
循
環
を
繰

り
返
す
の
で
あ
る
。

八
　
青
少
年
問
題
は
都
市
の

　
　
　
　
病
理
現
象
で
あ
る

　
こ
う
し
て
、
「
親
よ
、
教
師
よ
、
し
っ
か
り

せ
よ
！
」
と
い
う
大
合
唱
の
声
は
響
き
わ
た
る

が
、
観
客
で
あ
る
青
少
年
は
そ
っ
ぽ
を
向
く
と

い
う
、
あ
の
し
ら
け
た
舞
台
を
展
開
す
る
の
で

あ
る
。
青
少
年
の
身
に
な
っ
て
考
え
て
み
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
遊
び
場
が

な
い
の
に
遊
べ
と
言
わ
れ
、
危
険
な
道
路
を
安

全
に
通
れ
と
言
わ
れ
、
差
別
が
あ
る
の
に
差
別

は
い
け
な
い
と
教
え
ら
れ
、
自
然
が
な
い
の
に

自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
持
て
と
教
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

い
っ
た
い
、
遊
び
場
や
自
然
を
奪
っ
た
の
は

誰
な
の
か
。
危
険
な
道
路
や
差
別
の
あ
る
社
会

を
つ
く
っ
た
の
は
誰
な
の
か
。
青
少
年
か
ら
言

わ
せ
れ
ば
、
「
世
の
す
べ
て
の
大
人
た
ち
よ
、

し
っ
か
り
せ
よ
！
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
。
大
人
と
青
少
年
と
で
は
、
「
し
っ
か
り
せ

よ
！
」
の
内
容
が
違
う
の
で
あ
る
。
　

も
ち
ろ
ん
、
家
庭
や
学
校
の
教
育
の
あ
り
方

に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
青

年
期
に
は
い
っ
た
段
階
で
は
、
青
少
年
の
行
動

範
囲
拉
広
が
り
、
家
庭
や
学
校
以
外
か
ら
、
有

形
・
無
形
の
影
響
を
受
け
て
生
活
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
家
庭
や
学
校
は
、
青
少

年
を
と
り
ま
く
環
境
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
の
で

あ
る
。

　
浮
浪
者
を
襲
撃
し
た
中
学
生
は
南
区
内
の
ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
た
む
ろ
し
て
い
た
と
聞
く
。

言
う
な
れ
ば
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
が
教
育
の
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
急
激
な
都
市
化
の
中
で
、
青
少
年
が
健
全
に

遊
ん
だ
り
、
集
団
活
動
を
し
た
り
す
る
自
然
や

施
設
が
奪
わ
れ
た
青
少
年
は
、
自
ら
の
欲
求
を

何
に
求
め
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
「
青
少
年

の
非
行
化
は
、
実
は
私
た
ち
大
人
が
無
意
識
の

う
ち
に
進
め
て
き
た
町
づ
く
り
の
あ
り
方
に
大

い
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

反
省
を
抜
き
に
し
た
議
論
は
、
親
や
教
師
に
責

任
を
転
嫁
す
る
傍
観
者
の
評
論
か
、
自
覚
を
持

て
ば
す
べ
て
解
決
す
る
と
説
く
精
神
論
に
す
ぎ

な
い
。
す
な
わ
ち
、
青
少
年
の
非
行
は
都
市
の

も
つ
病
理
の
一
つ
で
あ
り
、
親
や
教
師
だ
け
が

し
っ
か
り
し
て
も
解
決
で
き
な
い
現
象
な
の
で

あ
る
。
私
た
ち
は
、
も
っ
と
本
質
的
な
場
所
に

解
剖
の
メ
ス
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
、
都
市
の
も
つ
教
育
機
能
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
と
い
う
観
点
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
青
少

年
問
題
を
と
ら
え
て
い
く
と
い
う
新
し
い
発
想

で
あ
る
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
、
綱
島
地
区
で
の
取
り
組

み
は
、
今
後
の
青
少
年
活
動
に
新
し
い
一
石
を

投
じ
た
試
み
と
し
て
、
市
民
全
体
に
共
有
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
ろ
う
。

※
　
な
お
本
稿
は
、
綱
島
地
区
環
境
調
査
実
行

　
委
員
会
の
実
行
委
員
長
で
あ
る
吉
原
有
さ
ん

　
の
協
力
を
得
て
執
筆
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
〈
横
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
講
師
〉
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